
Ｑ
主
な
仕
事
は
？

児
童
福
祉
関
係
の
各
種
手
当
、
児

童
ク
ラ
ブ
の
運
営
指
導
、
児
童
セ
ン

タ
ー
や
児
童
遊
園
の
運
営
管
理
、
保

育
園
の
入
所

，
運
営
管
理
な
ど
の
子

育
て
支
援
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
市

児
童
育
成
計
画
に
基
づ
き
、
「子
育
て

を
家
庭

・
地
域

・
社
会
で
と
も
に
支

え
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

Ｑ
児
童
ク
ラ
、フ
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ

で
す
か
？

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
は
、
よ

い
環
境
の
中
で
心
身
と
も
に
健
や
か

に
育
て
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
学
校
の
放
課
後
、
家
庭
に

保
護
者
の
い
な
い
小
学
―
～
３
年
生

が
安
全
で
健
や
か
に
過
こ
せ
る
よ
う
、

児
童
ク
ラ
ブ
で
お
預
か
り
し
て
、
仕

事
を
持
つ
家
庭
の
子
育
て
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
市
内
の
保
育
園
の
概
要
を
教
え
て

く
だ
さ
い

保
護
者
が
仕
事
や
病
気
な
ど
で
、

家
庭
で
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

子
ど
も
を
、
公
私
立
合
わ
せ
て
３０
の

保
育
園
で
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

通
常
の
保
育
の
ほ
か
、
延
長
保
育
、

一
時
保
育
、
休
日

保
育
な
ど
を
実
施

し
て
、
保
護
者
の

多
様
な
就
業
形
態

な
ど
に
対
応
す
る

よ
う
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
年
々

需
要
が
増
加
し
て

い
る
低
年
齢
児
の

受
け
入
れ
人
数
も

拡
充
し
て
い
ま
す
。

（

Ｑ
子
育
て
に
悩
ん
だ
ら
？

錦
保
育
国
内
に
あ
る
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
す
べ
て
の
保

育
園
で
育
児
相
談
、
園
開
放
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
悩
み
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、
お
近
く
の
保
育
園
に
気
軽
に
こ

相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ
児
童
虐
待
を
見
か
け
た
ら
？

児
童
虐
待
は
、
早
期
に
発
見
し
、

親
子
を
継
続
的
に
見
守
り
、
支
援
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
皆
さ
ん

の
ま
わ
り
で
、
子
ど
も
の
悲
鳴
が
聞

こ
え
る
、
不
自
然
な
傷
が
多
い
、
体

や
衣
服
が
い
つ
も
極
端
に
汚
れ
て
い

る
、
小
さ
い
子
ど
も
を
置
い
た
ま
ま

の
外
出
が
多
い
な
ど
、
「虐
待
か
な
」

と
思
っ
た
ら
、
児
童
相
談
所
ま
た
は

児
童
課
に
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。
地
域

ぐ
る
み
で
子
育
て
の
環
境
づ
く
り
を

進
め
、
虐
待
の
発
生
を
予
防
し
ま
し

ょ
つヽ
。　
　
　
　
　
　
．

答える人

児童課長 村 越 英仁

ハ
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〔益母車 シ ツ科〕

道端の車むらなどでよく見

かけます。茎に弾力があり、

子どもがこの茎を細かく切つ

て、まぶたの上下に|よるよう

に付け、目を閉じた勢いで遠

くに飛ばして遊んだことから

この名が付きました。

開花期に刈り取つて日干しにしたものは、婦人薬として

知られ、せんじて飲むと産後の止血などに効きます。

「め!ft'さの喰ふさ|ずlf+がいろ」表谷1'|チr安

写真 ・文/三 井亨氏<城 ヶ入町 '安城市文化財保護委員>

スズメより小さく、頭頂が黒く全体に黄色味の強しヽ鳥で

す。年により渡来数に変動があり、多しヽ年には冬の山にえ

さがなくなると、数十羽の群れで平地にも降りて来て、コ

スモスやタンポポの実などを食べてしヽる姿を見かけます。

また、ヤシャブシや八ンノキの実も好み、「チュイーン・チ

ュイーン」と鳴きなが

木の実に8 らヽさが

る姿がかわいしヽ鳥です。

写真 ・文/杉 山時雄氏

<桜 井町 。西三河野鳥

の会会員>

マヒワ
ーアトリ科一
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▲乳児保育にも対応 しています
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